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1. 事業方針

当財団は指定管理者として下関市より下関市立しものせき水族館「海響灘」の管官彊営事業を受託し、自然と

人との共存を実感できる観光・レクリェーション・学習施設として、地域社会への貢献に努めます。

環境、生態、生物多様性について教育的配慮のもと感動と楽しさを伴った展示活動により「市民が誇れる水

蹄宮、やさしい水族館」を目指します。

公益事業については、楽しく掌ぶスタイルでリピーター対策も考慮した内容で展示充実をはじめ水生生物に係る

教育普及活動を行いまTo将来の安定的な飼育展示維持を目指して展示動物の飼育下繁殖に努め、人工授精への取

り組みを推進じま1九展示コーナーの部分改修に向けた計画を立案いたします。話題性、パブリシティー効果のあ

るイベント、企画展等を開催し、多くの利用者の観覧に供するように努めると同時に、教育機関とのi藍携を密にし

た取り組みを強化し、学習施設としての機能を果たすべく計画実施して参ります。

野生生物の保護は、下関市立しものせき水搬官の佐会的な責務と捉え、海窟捕手l績をはじめとした野生生物の地

域保全センター的役割を担うよう努めます。

下関市立しものせき水族館は生涯学習施設であると同時に、関門ウォーターフロント地区の観光・レクリェーシ

ョン事業の中核的拠点として位置づけられており、当財団はその運営において周辺観光地域と連携を深め、積極的

な観光客誘致活動を展開し、年間637，200人以上の対障の樹専を目指じます。また、サポーターズクラブ会員数

の略保を目指して参りま士一

収益事業については、ミュージアムショップ、レストラ〉等の運営を実施いたしま七運営にあたっては、贈官

者のニーズを踏まえ、より魅力的な商品の選定と開発、サービスの提供に努め、その事業収益をもって広範な公益

事業の財源といたします。

この他、更なる発展を目指してリニューアル基本構想の策定に努めます。

2. 事業内容

(1)下関市海洋環境体験施設の設置等に関する条例第5条及び第11条に規定する業務

下関市立しものせき水族館の管理運営に関する基本協定ならびに地方自治法施行令第158条第l項の規

定による下関市立しものせき水族館使用料徴収事務委託契約に基づき、業務を歯Tする。

(2)水生生物に関する調査研究及び普及啓発

①飼育生物の繁殖を推進し、特に生脚色な知見の乏しい種について調査芳院を実施する。

②瀬戸内海西方海域スナメリ協議会の活動に積極的に参加し、山口県、福岡県、大分県にわたる海域

のスナメリを中心とじた沿岸綴額の調査及びスナメロの繁殖に関する研究を実宿する。

③その他紙類の調査・研究ならびに座礁、混獲鉱額等への対応と調査を実指する。

④ホエールボランティアの活動として、ストランディングデータベースの充実化を継続する。

⑤下関周辺でのウミガメの出現や産卵情報を収集し、調査等を通じて保護啓発を図る。

一@一周防玄島組に群生堂15=-おc.T..!Z:!t区三の生息域処保全活動金進;v_;る。一一一一 一一一一

⑦奄美大島周辺海域にてアマミホシゾラフグのE陪嘆や生息環境調査等を実臆する。

③チロ国立サンチアゴ・メトロポリタシ弘、国付属動物園のフンボルトペンギンプロジェクトに協力す

る。
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⑨出前講座、観察会等館内外での祉会教育活動を継続し、必要な調査等も実施する。

⑮解説ボ‘ランティアの育成に努め、自主的な学習キ解説技法の開発等を支援する。

⑫公式ホームページを通じて普及啓発を図るとともに、館の活動をPRするツールとして活用する。

(砂水生生物の収集、飼育及び展示

① 生物収集は、自家採集並びに直接購入、自家輸送を積極的に実癒する。

② アンコウやマンボウについて山口県下での収集・替養を図る。

③ ベンギユ頓の新たな血統導入についての収集調査を継続し、またエンリッチメントに配慮した飼育

環境の整備に努めてアクティブなペンギンの行動展示等、展示の充実を図る。

飼育生物とりわけイルカ類・ペンギL類の人工繁殖技術獲得を推進する。

フグ目魚類は 100種常設展示を継続し、展示コレクションとして世界随ーを維持しながら新たな

展示種の導入を積極的に図るとともに、飼育繁殖への取り組みを充実させる。

エホンアワサンゴやクラゲ苦韓、府胞鼓物伝病育を推進し展示の充実に努める。

地域情報を収集し、話題性のある生物展示を実指する。

飼育生物の健康管理を強化し、健全な環境作りや繁殖に向けたデータ蓄積を図る。

見やすくわかりやすい展示を行い、展示意図を明確に伝える。

展示種特有の暮らし方位き樹'を紹介する。

参加型展示、体験型学習の発展に努める。

アクアシアターのプレゼンテーションは新たなピヘイヒアの創作を目指す他、展示Yフトを開発

する。

「夜の水族館Jは単なる時間延長でなく、昼と異なった企画として実掘する。

@ 

⑤ 

⑥

⑦

③

⑨

⑩

⑪

⑫

 

(4)広報宣伝、観沈客誘致、その他観光・レクpェーション事業の振興に関する事業

①樹Tエ}ジェント等への企直提案

②近隣観光施設との提携、協同観客誘致、協同パンフレyトの作成

③広報宣伝事業

i.エージェント等への訪問セーノレスやダイレクトメー;Vjき付

註.テレピ・ラジオ広告

溢.タウン誌 f青報誌広告

Iv.広告塔による広告

v.パス側面広告及。瀦線パス車内放送による広報宣伝

札地域協賛広告

Vll.観光宣伝隊による誘致活動

vm.ホームページによる広告

⑬ 

(5)飴 E資源の開発及U観光事業関係団体等との連携

①周辺超蛾の齢団設およひ潮流促進団体とのi藍携、調整、情報交換

②下関の特色ある水産物に関する知識の普及と啓蒙
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(6)下関市立しものせき水族館の事業に関連する収益事業

① ミュージアムショップの運営と新商品の開発

② レストランの運営寄苦

(7)その他

①公益個法人日本動物園水族館協会の事業に関連する活動

1.全国及びブロックの各種会議、研修会等に参加し、情報の交換及()tliJ晩成果を発表する。

i その他必要な砂曜会等に参加し、技術の向上を図る。

② 国内外の水族館等とのi藍携

i.国内は勿論のこと、釜山水捗讃や香港オ」シャンノそーク、チリ国立サンチアゴ・メトロポリタ

ン公園H寸属動物園等海外の動物園・水騨官や研安強関等との交流等を通じ、職員の研究意欲を

高め、人材育成に努める。

i 他水族館等との展示生物及び飼育技術の交換を図る。

③大学、研安磯関、学会等との連携と技術、情報の収集

i.国内外の大栄研究機関、学会等との連携、情報交換技術交流を図る。

i 共同研究や研究協力を通じて逮携を強化し、生物朝情報の収集に努める。

温.独封T政法人水産大学校との連携を維持し、オ」プンラボを発展させる。

IV.ペンギン会議日本セトロジー研究会等、実績ある活

動グノトプとの連携を強化し、飼育展示に反映させるよう取り組む。

④下関市立市民病院との連携をとり、ドルフィンセラピーの実施に協力する。
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科目

I 般主味対産増減の部

1.経常増減の部

(1)経常収益

①基本財産運用益

基本財産受取利息

②受取会費

賛助会員受取会費

③事業収益

管理受託事業収益

館内販売事業収益

レストラン事業収益

写真販売事業収益

自動販売機等事業収益

@受取補助金等

受取民間補助金

@雑収益

受取手IJ息

雑収益

経常収益計

(2)経常費用

①事業費

役員報酬

給料

職員手当

退職給付費用

福利厚生費

臨時職員賃金

会議費

旅費交通費

通信運搬費

減価償却費

消耗什器備品費

消耗品費

水族購入費

展示資料購入費

飼料購入費

原材料費

修繕費

印刷製本費

燃料費

光熱水料費

賃借料

保険料

諾樹金

手数料

広報宣伝費

租税公課

支払負担金

委託費

期首商品棚卸高

館内販売仕入費

期末商品棚卸高

雑費

平成27年度正味財産増減予算書
平成27年4月1日から平成28年3月31日まで

当年度 前年度

80.000 80.000 

23.000.000 23.000.000 

912.551.000 891.360.000 

251.954.000 283.020.000 

3.000.000 3.0QO.000 

2.464.000 1.827.000 

21.320.000 27.752.000 

6.904.000 。
。 。

4.846.000 5.355.000 

1.226.119.000 1.235.394.000 

11.280.000 11，2自0.000

101.239.050 107.218.980 

83.009.080 84.202;860 

6.119.020 6.687.810 

33.473.280 34.634.000 

54.286.950 53.745.450 

240.000 240.000 

5.897.000 4.849.000 

1.618.200 1.581.090 

2.794.094 4.523.829 

9.440.000 5.457.000 

32.586.350 36;301.050 

5.017.000 4.117.000 

197.000 202.000 

28.278.000 30.711.000 

610.150 610.100 

22.878.300 22.836.500 

6.658.000 6.295.000 

1.573.700 1.434.700 

206.179.850 204.322.950 

15.736.650 16.394.000 

1.258.000 1.317.000 。 。
1.481.000 1.250.000 。 。
7.028.000 13.167.000 

952.000 952.000 

212.318.050 185.601，400 

2.230.493 2.230.493 

164;210.000 187.234.000 

" 2.230.493 " 2.230.493 

100.000 60.000 
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(単位円)

増減

。
。

21.191.000 

ム31.066.000。
637.000 

" 6.432.0叩

6.904.000 

。
" 509.000 

" 9.275.000 

。
" 5.979.930 

" 1.193.780 

" 568.790 

ム 1.160.720

541.500 。
1.048.000 

37.110 

" 1.729.735 

3.983.000 

" 3.714.700 

900.000 

" 5.000 

ム2.433.000

50 

41.800 

363.000 

139.000 

1，856.900 

" 657.350 

" 59.000 。
231.000 。

" 6.139.000 。
26.716.650 。

" 23.024.000 。
40.000 



役員報酬

給料

職員手当

科目

退職給付費用

福利厚生費

臨時職員賃金

会議費

旅費交通費

交際費

通信運搬費

減価償却費

消耗什器備品費

消耗品費

原材料費

修繕費

印刷製本費

燃料費

光熱水料費

賃借料

保険料

諸謝金

手数料

広報宣伝費

租税公課

支払負担金

委託費

雑費

経常費用計

評価損益等調整前当期経常増減額

評価損益等計

当期経常増減額

2 経常外増減の部

(1)経常外収益

①固定資産売却益

什器備品売却益

電話加入権売却益

②固定資産受贈益

投資有価証券受贈益

経常外収益計

(2)経常外費用

①固定資産売却損

f十器備品売却損

電話加入権売却唄

@固定資産減損損失

投資有価註券減損損失

経常外費用計

当期経常外増減額

他会計振替額

税引前当期一般正味財産増減額

法人税、住民税及び事業税

当期一般正味財産構減額

一般正味財産期首残高

一般正味財産期末残高

E 指定正味財産増減の部

当期指定正味財産増減額

指定正味財産期首残高

指定正味財産期末残高

当年度

5 

。。

前年度

4.423.000 

15.347.020 

14.249.140 

1.201.190 

5.239.000 

16.483.000 

7.571.000 

22.531.000 

1.569.000 

66.116.600 

50.000 

。。

増減

15.000 

6.135.000 

ム1.533.000 

ム628.000

609.000 

ム717.650

。。
。



科目

1.経常増減の部

(1)経常収益

@基本財産運用益

基本財産受取利息

②受取会費

費助会員受取会費

@事業収益

管理受託事業収益

館内販売事業収益

レストラン事業収益

写真販売事業収益

自動販売機等事業収益

@受取補助金等

受取民間補助金

⑤雑収益

受取手'J息
雑収益

経常収益軒

(2)経常費用

①事業費

役員報酬

給料

職員手当

退職給付費用

福利厚生費

臨時職員賃金

会議費

旅費交通費

通信運搬費

減価償却費

消耗什器備品費

消耗品費

水族購入費

展示資料購入費

飼料購入費

原材料費

修繕費

印刷製本費

燃料費

光熱水料費

賃借料

保険料

諾謝金

手数料

広報宣伝費

租税公課

支払負担金

委託費

期首商品棚卸高

館内販売仕入費

期末筒品棚卸高

正味財産噌減予算書内訳表
平成27年4月1日から平成28年3月31日まで

法人会計

-6-

内部取引消去 合計



科目

管理費

役員報酬

給料

職員手当

退職給付費用

福利厚生費

臨時職員賃金

会議費

旅費交通費

交際費

通信運搬費

減価償却費

消耗什器備品費

消耗品費

原材料費

修繕費

印刷製本費

燃料費

光熱水料費

賃借料

保険料

諾謝金

手数料

広報宣伝費

租税公課

支払負担金

委託費

雑費

経常費用計

評価鍋益等調整前当期経常槽減額

評価損益等計

当期経常増減額

2 経常外培減の部

(1)経常外収益

①固定資産売却益

什器備品売却益

電話加入権売却益

@固定資産受贈益

投資有価証券受贈益

経常外収益計

(2)経常外費用

①固定資産売却損

什器備品売却損

電話加入植売却損

②固定資産減損損失

投資有価在券減損損失

経常外費用計

当期経常外増減額

他会計振替額

IMI前当期般豆味JlI重噌蹴額

法人税、住民税及び事業税

当期一般正味財産増減額

一般正味財産期首残高

一般正味財産期末残高

E 指定正味財産増減沼部

当期指定正味財産培減額

指定正味財産期首残高

指定正味財産期末残高

円)

内部取引消去 合計
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科目

①基本財産運用益

基本財産畳取利息

@畳取会費

質助会員畳取会費

@事提収益

管理畳配事業収益

@畳取補助金等

呈取民間補助金

@雑収益

畳取利息

雑収益

韮常収益軒

白)経常費用

①事業費

役員報酬

給料

職員手当

退職結付費用

福利車生費

臨時暗員賃金

会議費

旅費交通費

通信運梅費

酷価償却費

消耗什器備品費

消耗品費

水線購入費

展示資料購入後

画料購入費

車材料費

修繕費

印刷製本資

燃料費

光害事水料費

賃借料

保証険料
諾酎金

手数料

広報宣伝費

程税公課

支払負担金

委託費

期首商品祖師商

館内匝売仕入費

潮来商品御卸高

雑費

経常費用計
標値観益等調霊前当m援常創価鯵領

評価損益等針

(1)軽常外収益

①固定資産売却益

什録備品売却益

電話加入纏売却益

②固定質草受贈益

控置有価医券畳聞韮

量常外収益酔

(2)経鍛外費用

①固定賢産売却損

什鐸備品売却噛

電話加入植売却損

@固定量産揖舗損失

控置有価在券融債損失

経常外費用軒

当期経常外増減額

他会貯揺替額
製号I前当期一般墨味財産制関根額

法人説、住民税及び事業現

当期一般正味財軍縮瞳額

一般正除隊産調国首残高

一般E味酎穫期末夜高

E 指定E味財産省悼の節

当期指定正味財産堵揖額

指定正味財産期首残高

指定E味財産期末残高

墜塑盟主一一一

正味財産増減予算書(公益目的事業会計)
平成27年4月1臼から平成担年3JHi日まで

当年鹿 前年度 溜瞳
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科目

①事業収益

館内販売事業収益

レストラン事業収益

写真販売事業収益

自動販売揖等事業収益

@雑収益

畳取利息

雑収益

程常収益許
(2)程常費用

①事業費

役員報酬

結料

職員手当

追時給付費用

錨利厚生費

臨時職員賃金

会鞍費

蹄費交通費

通信運揖費

融価償却費
消耗什器備品費

補耗品費

原材料費

修措費

印刷製本費

膿料費

光熱水料費

賃借料
保膿料

酷酎金

字数斜

広報宣伝費

翠税公臨

支払負担金

委託費

期首商品祖師高

館内販売仕入費

期末商品棚卸高

雑費

経常費用計

(日経常外収益

①固定資産売却益

行器備品宛却益

電臣加入籍売却益

@掴定置産量輯益

投資有個証券畳贈益

程常外収益計
(2)経常外費用

①固定賢産売却損

什器備品売却損

電話加入権売却損

@固定貴重酷額損失

投賢有価箆券揖揖損失

超常外資用計

当期経常外噌減額

他会針復讐額

製引前当鋼ー鍛'"陵"'"槽減額

法人組、住民現Eび事業説

当期一般正時財産省揖額

一般正味財産期首残高

一般E味財産期衆輯商

E 指定正味財産噌揖の部

当期指定正味財産構檀額

指定正味財産期首癌禽

指定正味財産期末揖高

正味財産増減予算書(収益事業等会計)
平成田年4月1日から平成2s年3月"日まで

当年産 前年度 ま留酷
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科目

1 経常治悼の部

(1)経常収益

①事業収益

管理呈配事業収益

②雑収益

畳取利息

提唱盤

経常収益計
(2)経常費用

①管理費

役員報酬

結軒
職員手当

退職給付費用

福利厚生受

臨時様員質金

会瞳費

蹄費交通費

交際費

;m情運搬費
揖恒償却費

捕輯什器備品愛

情耗品安

車材割安

修措費
印劇製本費

鵬料費

光酔水料費

賃借料

保障料

賭甜金
手数料
広線宣缶費

租税公理
支払負担金

告書配費

韓望号

韮常費用計
野傍観益等原"前掲蹴居常噌械領

評価損益等僻

{日経常外収益
①固定置産担却益

行量備品売却益

電暗加入植売却益

@固定資産量贈益

投資有恒証券畳間華

経常外収益僻
(2)経常外費用

①回定量産売却損

什器備品売却損

電暗加入権売却損

②固定置産融揖損失

設費有価笹券揖額損失

経常外受用許
当期経常外増融額

他会計握箸額
袋署l前当期ー魁出様樹盈噌被領

桂人説、住民税及び事業税
当期一般正味財庖噌瞳額

一般正時財産期首揖高

一般宜味財産期末残高

E 指定E味財産地棋の師

当期指定正味財謹噌帽額

指定E味財盛期首残高
指定正味財産期来残高

正味財産増減予算書(法人会計)
平成:27年i4月laから平成"年3}Ul日まで

当年度 前年産 t街措
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自平成 27 年 4 月 1 日

至平成 28 年 3 月 31 日

資金調達及び設備投資の見込みについて

(1) 資金調達の見込みについて

当期中における借入れの予定の有無を記載し、借入れ予定がある場合は、その借入れ先等を記載

してください。

借入れの予定 口 あ り 図 な し

事業
借入先 金額 使途

番号

-， 

(2) 設備投資の見込みについて

」

当期中における重要な設備投資(除却又は売却を含む。)の有無を記載し、設備投資の予定がある

場合は、その内容等を記載してください。

設備投資の予定 口 あ り 図 な し

事業
設備投資の内容 支出又は収入の予定額 又は資取金得調資達金方の法使途

番号

11 


